障害者就労支援における作業療法士の役割と連携についての研究 by 藤田 さより































































作業療法士計 15 名に協力を得ることが出来た。研究協力者の属性は、男性 5 名、女性
10 名，作業療法士の経験年数は、3～21 年であり、平均は 7.9 年であった。就労支援事
業所での勤務経験は、1～7 年であり、平均 3.1 年であった。事業所の所在地は静岡県が
最も多く 9 事業所、その他兵庫県 1 事業所、大阪 1 事業所、栃木県 1 事業所であった。 
事業所の作業内容は、車の部品組み立てなどの内職作業、お好み焼き、喫茶などの飲食
業、農業、酪農、小売店等への職場実習、パソコンなどのスキル訓練、生活技能訓練（ SST）
や認知リハビリテーションなど多種多様であった。  
 インタビューの結果では、「作業療法士としての専門性・視点」では、（障害特性に応
じた対応）、（作業分析がすぐできる）、（アセスメント (評価)ができる）、（そのひとらし
さを見つける・生かす）、（根拠に基づいた訓練プログラムの作成）、（医学的知識）、（身
体面の能力評価技術）、（対人関係の調整）、（集団力学の視点）、(作業環境調整の視点・
技術)、「生活面への視点」等述べられていた。「他職種から認められる点」では、（医療
との連携）、（医学的知識）、（脳機能・認知面の知識・評価能力）、（身体的リハビリテー
ション技術）、（身体障害の方への介助方法）、（根拠ある分析・問題解決方法）等述べら
れていた。「連携の上で重要な視点」では、（クライエント中心であること）、（ネットワー
ク《支援機関》を多くもつこと）、（会って話す）、（カンファレンスへの参加・設定）、（役
割分担）、（病院と福祉の間で中立的な立場であること）等述べられていた。  
４．考察 
 今回の研究の結果より、就労支援事業所における作業療法士は、医学的知識を基盤と
する対象者の評価能力、環境調整、プログラミング等の知識・技術が期待されていた。 
・職業リハビリテーション学会にて発表予定（ 2016.8/26.27） 
